
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】筋肉組織が網状物の空隙に入り込み、外傷を起

こすだけでなく、血流における乱流を起こすことのない

伸張性のあるエンドプロスシーシスを提供する。

【解決手段】展延性を有するプラスチック又はエラスト

マーのフィルムに覆われた伸張性の管状網状物によって

構成されたエンドプロスシーシス（endoprosthesis）で

ある。更に、エンドプロスシーシス（endoprosthesis）

を装着するための用具は、チューリップ状のハウジング

４を有するとともに、その末端部に設けられた管状ガイ

ド部材８を有するものである。切断用ワイヤによってハ

ウジング４を長手方向に開放し、幾つかの花びら状のも

のにすることができる。本発明におけるエンドプロスシ

ーシス（endoprosthesis）は、動脈瘤の管腔内治療及び

医療上の拡張処理に適したものである。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 動 伸 張 可 能 な エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 装 着 す る た め に 用 い ら れ る
用 具 で あ っ て 、
　 末 端 部 を 有 す る ガ イ ド チ ュ ー ブ と 、
　 自 動 伸 張 可 能 な エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 収 容 可 能 に し 、 前 記 ガ イ ド
チ ュ ー ブ の 末 端 部 に 設 け ら れ 、 チ ュ ー リ ッ プ 形 状 を 有 す る 円 筒 状 収 容 部 と 、
　 自 動 伸 張 可 能 な エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） に 影 響 す る こ と な く 前 記 収 納
部 を 長 手 方 向 に 開 け る 収 納 部 開 放 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 用 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 用 具 で あ っ て 、 前 記 収 納 部 開 放 手 段 は 、 操 作 用 ハ ン ド ル と 、 前 記 収 納 部
を 複 数 の 部 分 に カ ッ ト す る た め に 操 作 用 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ て い る ワ イ ヤ と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 用 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 用 具 で あ っ て 、 前 記 収 納 部 は 、 収 納 部 内 の 側 縁 を 形 成 す る 長 手 方 向 の 開
口 部 を 有 し 、 更 に 各 側 縁 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 一 連 の ガ セ ッ ト を 有 し 、 各 側 縁 に 沿 っ て い る
一 連 の ガ セ ッ ト は 、 互 い に 接 近 し て 装 着 さ れ て お り 、
　 前 記 収 納 部 開 放 手 段 は 、 操 作 用 ハ ン ド ル と コ ー ド と を 有 し 、 こ の コ ー ド は 、 各 側 縁 を 互
い に 接 近 さ せ て 保 持 す る よ う に 各 側 縁 に 沿 っ て い る 一 連 の ガ セ ッ ト を 通 過 し て お り 、 前 記
コ ー ド は 作 動 用 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 用 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 用 具 で あ っ て 、 前 記 収 納 部 は 、 チ ュ ー リ ッ プ 状 の 収 納 部 分 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 用 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 用 具 で あ っ て 、 前 記 ガ イ ド チ ュ ー ブ は 、 流 体 注 入 用 の 少 な く と も 一 つ の
長 手 方 向 の 溝 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 用 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 自 動 伸 張 可 能 な エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 装 着 す る 用 具 で あ っ て 、
　 収 縮 状 態 の エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） （ １ Ａ ） を 収 容 す る チ ュ ー リ ッ プ
状 部 材 （ ４ ） が 末 端 部 に 設 け ら れ た ガ イ ド チ ュ ー ブ （ ８ ） と 、
　 上 記 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 を 長 手 方 向 に 開 放 す る 手 段 （ １ ４ ， １ ７ ； ２ ０ ， ２ １ ， １ ７ ）
と 、
　 を 備 え て い る 用 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 手 段 （ １ ４ ， １ ７ ） は 、 操 作 ハ ン ド ル （ １ ７ ） に 接 続 さ れ 、 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 （
４ ） を 複 数 の 花 び ら 状 部 材 に カ ッ ト す る 複 数 の ワ イ ヤ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ 記 載 の 用 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 手 段 （ ２ ０ ， ２ １ ， １ ７ ） は 、 個 々 の 縁 部 に 一 連 の ガ セ ッ ト （ ２ ０ ） が あ る チ ュ ー
リ ッ プ 状 部 材 の 長 手 方 向 開 口 部 を も ち 、 二 つ の 側 縁 に あ る ガ セ ッ ト （ ２ ０ ） が 互 い に 係 合
さ れ 、 そ れ ら を 通 過 し て 操 作 ハ ン ド ル （ １ ７ ） に 接 合 さ れ て い る コ ー ド （ ２ １ ） に よ り 保
持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 用 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の 伸 張 性 網 状 物 を 含 む 、 人 体 又 は 動 物 の 管 状 器 官 治 療 用 の 伸 張 性
エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） に 関 す る 。 当 該 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endopr
osthesis） は 、 特 に 、 動 脈 瘤 の 管 腔 内 治 療 や 医 療 上 の 拡 張 処 理 に 適 用 さ れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 通 常 、 気 球 に よ っ て 伸 張 で き る
単 一 な 金 属 網 状 物 で 形 成 さ れ て い る 。 或 い は 、 自 動 伸 張 が で き る よ う に 形 成 さ れ た も の で
あ る 。 管 腔 の 中 を 通 っ て 拡 張 処 理 を 行 っ た 後 、 エ ン ド プ ロ ス ジ ー シ ス （ endoprosthesis）
は 、 探 針 を 使 う こ と に よ っ て 管 腔 内 に 挿 入 さ れ 、 そ し て 伸 張 さ れ 又 は 取 り 外 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 の よ う な 従 来 の エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 完 全 に 満 足
の も の と は 言 え な い 。 即 ち 、 筋 肉 組 織 が 網 状 物 の 空 隙 に 入 り 込 み 、 外 傷 を 起 こ さ せ る だ け
で は な く て 、 血 流 に お け る 乱 流 を も 起 こ さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 、 従 来 の エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 動 脈 瘤 の 治 療 に 使 用 で き ず
、 そ し て 液 密 性 で は な い た め に 、 一 般 に 、 脈 管 な ど の 管 状 器 官 の 二 つ の 健 康 段 節 を 連 結 す
る と き に 適 用 で き な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 欠 陥 を 解 消 で き る 伸 張 性 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を
提 供 す る こ と に あ る 。 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 発 明 は 、 下 記 の 特 徴 を 具 備 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 即 ち 、 上 記 網 状 物 は 、 展 延 性 及 び 生 体 適 合 性 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク 又 は エ ラ ス ト マ ー の
フ ィ ル ム に 覆 わ れ 、 該 フ ィ ル ム が 実 質 的 に エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） の 全
体 に わ た っ て 、 網 状 物 の 空 隙 を 充 填 す る と 共 に 、 網 状 物 の 表 面 全 体 を カ バ ー し て い る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 フ ィ ル ム が 、 ポ リ ウ レ タ ン 等 の ポ リ マ ー 、 若 し く は 天 然 ゴ ム 又 は
合 成 ゴ ム で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 自 動 伸 張 型 の も の で あ っ て 、 伸 張 状 態 で
端 部 が 張 り 出 す よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 網 状 物 は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 又 は 、 予 め 放 射 線 不 透 過 性 に な っ て い る テ ト ラ フ ル
オ ロ エ チ レ ン 等 の 比 較 的 剛 性 の あ る プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お け る も う 一 つ の 目 的 は 、 上 述 し た よ う な 自 動 伸 張 可 能 な エ ン ド プ ロ ス シ ー シ
ス （ endoprosthesis） を 装 着 す る た め の 用 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 用 具 は 、 下 記 の 部 材 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 即 ち 、 収 縮 状 態 の エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 収 容 す る チ ュ ー リ ッ プ 状
部 材 を 末 端 部 に 備 え た ガ イ ド チ ュ ー ブ と 、 上 記 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 を 長 手 方 向 に 開 放 す る
手 段 と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 つ の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 上 記 手 段 は 、 上 記 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 を 幾 つ か の 花 び ら 状 部
材 に カ ッ ト す る ワ イ ヤ を 含 み 、 当 該 ワ イ ヤ は 、 操 作 用 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 他 の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 上 記 手 段 は 、 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 に お け る 長 手 方 向 の 開 口 部 を
有 し 、 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 の 各 側 縁 部 は 一 連 の ガ セ ッ ト を 備 え 、 両 隣 接 側 縁 の ガ セ ッ ト は
互 い に 係 合 さ れ て い て 、 こ れ ら を 通 過 し て 操 作 用 ハ ン ド ル に 接 続 さ れ て い る コ ー ド に よ っ
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て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） １ は 、 フ ィ ル ム ３ に 覆
わ れ た 管 状 の 網 状 物 ２ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 網 状 物 ２ は 、 生 体 適 合 性 の ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 で あ る 。 網 状 物 ２ は 、 管 状 物 を 軸 方 向
に 覆 う よ う に し て ヤ ー ン を 織 り 又 は 編 む こ と に よ っ て 作 ら れ 、 或 い は 他 の 適 切 な 方 法 で 作
る こ と が で き る 。 網 状 物 ２ は 、 可 塑 的 に 変 形 で き 、 そ の 軸 と 平 行 に 延 び た 菱 形 を 形 成 す る
空 隙 が あ る 図 １ に 示 し た 小 径 の 第 １ 安 定 形 状 、 及 び 円 周 方 向 に 延 び た 菱 形 を 形 成 す る 空 隙
が あ る 図 ２ に 示 し た 大 径 の 第 ２ 安 定 形 状 を と る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 網 状 物 ２ は 、 そ の 空 隙 を 塞 ぐ 展 延 性 及 び 液 密 性 の 材 料 で で き た フ ィ ル ム に 完 全 に 埋 め ら
れ て い る 。 こ の 材 料 の 展 延 性 は 、 網 状 物 の 空 隙 の 変 形 に 拘 ら ず 、 収 縮 状 態 か ら 伸 張 状 態 に
至 る 網 状 物 ２ の 変 形 に フ ィ ル ム ３ が 破 断 や 離 脱 な く 追 従 で き る た め に 十 分 で あ る 。 好 適 な
材 料 と し て は 、 天 然 ゴ ム ， 合 成 ゴ ム 等 の よ う な 生 体 適 合 性 の あ る エ ラ ス ト マ ー や 、 ポ リ ウ
レ タ ン の よ う な 生 体 適 合 性 の あ る ポ リ マ ー が 掲 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ィ ル ム ３ に よ る 網 状 物 ２ の コ ー テ ィ ン グ は 、 金 属 材 を 脱 脂 し て プ ラ イ マ リ ー 接 着 剤 で
処 理 し た 後 、 複 合 押 出 し 又 は 浸 漬 法 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 伸 張 状 態 （ 図 ２ を 参 照 ） で 、 液 密 性 の 管 状 セ グ メ ン ト は 、 管 腔 の 中 を 通 っ て の 拡 張 処 理
を 行 っ た 後 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） 又 は 「 伸 展 器 」 と し て 、 使 わ れ る
こ と が 可 能 で あ る 。 筋 肉 組 織 や 血 液 が 、 円 滑 な エ ラ ス ト マ ー 表 面 又 は ポ リ マ ー 表 面 と 接 触
し て い る の で 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 筋 肉 組 織 に 外 傷 を 起 こ さ せ
る こ と が な く 、 血 流 の 中 の 乱 流 も 起 こ さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 漏 洩 性 が な い こ と か ら 、 こ の エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 エ ン ド プ ロ
ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 動 脈 瘤 に つ な ぐ よ う に し 、 各 端 部 を 、 動 脈 瘤 と 隣 接 し て
い る 健 康 動 脈 環 節 の 内 壁 に 放 射 状 に 当 て る こ と に よ り 、 動 脈 瘤 の 管 腔 内 治 療 に 使 用 で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 乃 至 図 ７ に 示 し た 他 の 実 施 例 に お い て は 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis
） １ Ａ の 網 状 物 ２ は 、 自 動 伸 張 可 能 で 、 バ ネ 性 を 有 す る ス テ ン レ ス ス チ ー ル を 使 っ て 従 来
の 方 法 で 作 ら れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 装 着 に 際 し 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） １ Ａ は 、 半 径 方 向 の 圧 縮 に よ り
図 １ に 示 し た 非 安 定 な 形 状 に な り 、 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 し た 用 具 ５ の チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 ４
に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 ４ の 末 端 部 は 、 開 放 状 態 に あ り 、 互 い に １ ２ ０ 度 の 角 度 を 形 成 す る
三 つ の 切 欠 き ６ を 有 す る 。 そ の 基 端 部 は 、 ガ イ ド チ ュ ー ブ ８ が 延 び る 内 側 肩 部 ７ を 形 成 す
る 。 各 切 欠 き ６ の 平 面 に お い て 、 チ ュ ー ブ ８ の 肉 厚 部 を 通 っ て 形 成 さ れ た 通 路 ９ は 、 肩 部
７ 近 傍 の 一 端 及 び チ ュ ー ブ ８ の 基 端 部 の 他 端 で 、 放 射 状 に 配 列 さ れ た オ リ フ ィ ス １ ０ ， １
１ を 経 て 外 方 に 現 れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 示 の よ う に 、 チ ュ ー ブ ８ の 肉 厚 部 を 通 っ て 流 体 注 入 用 の 長 手 通 路 １ ２ 及 び １ ３
を 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 通 路 １ ２ 及 び １ ３ は 、 当 該 チ ュ ー ブ の 基 端 部 か ら 始 ま り 、 肩
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部 ７ 付 近 に あ る チ ュ ー ブ ８ の 内 部 空 間 に 現 れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 述 し た 各 平 面 そ れ ぞ れ に お い て 、 可 擁 性 ワ イ ヤ １ ４ は 、 切 欠 き ６ を 通 過 す る 。 該 ワ イ
ヤ １ ４ の 内 側 ス ト ラ ン ド １ ５ は 、 チ ュ ー ブ 状 部 材 ４ の 内 部 に 沿 っ て 延 び 、 肩 部 ７ に 設 け ら
れ て い る オ リ フ ィ ス １ ６ を 経 て 、 オ リ フ ィ ス １ ０ を 通 過 し 、 通 路 ９ に 沿 っ て 延 び 、 オ リ フ
ィ ス １ １ を 経 て 、 操 作 ハ ン ド ル １ ７ （ 図 ３ ） に つ な が っ て い る 。 ワ イ ヤ １ ４ の 外 側 ス ト ラ
ン ド １ ８ は 、 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 の 外 壁 に 沿 っ て 延 び 、 ス ト ラ ン ド １ ５ と 同 じ 通 路 ９ ， １
１ を 経 て 、 ハ ン ド ル １ ７ に つ な が っ て い る 。 従 っ て 、 こ の ハ ン ド ル １ ７ は ６ 本 の ワ イ ヤ と
つ な が っ て い て 、 ３ 本 の 内 側 ス ト ラ ン ド １ ５ は エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis）
１ Ａ の 伸 張 傾 向 に よ っ て 、 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 の 内 壁 に 対 し 押 し つ け ら れ た フ ラ ッ ト な 状
態 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 使 用 す る 前 、 ま ず 、 管 腔 の 中 を 通 っ て の 拡
張 処 理 を 行 い 、 用 具 ５ を 糸 で 一 つ の ガ イ ド 部 材 に つ な ぎ 、 次 い で 皮 膚 を 通 過 し て 挿 入 し 、
希 望 す る 部 位 に 応 じ て 管 腔 内 へ 導 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 後 、 施 術 者 は 、 ハ ン ド ル １ ７ を 引 く 。 こ れ に よ っ て ３ 本 の ス ト ラ ン ド １ ５ が 引 っ 張
ら れ 、 各 内 側 ス ト ラ ン ド １ ５ が 立 体 を 作 り 出 す そ れ ぞ れ の 母 線 に 沿 っ て チ ュ ー リ ッ プ 状 部
材 を カ ッ ト す る 。 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 は 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） か ら
徐 々 に 離 れ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 自 動 的
に 伸 張 し て く る 。 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 が 完 全 に 開 い た と き 、 チ ュ ー ブ ８ を 引 く こ と に よ っ
て 当 該 用 具 が 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 伸 張 状 態 （ 図 ７ ） で 判 る よ う に 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） の 両 端 部 側
は 、 自 動 的 に 外 方 へ 張 り 出 し た 状 態 が 見 ら れ 、 そ れ に よ っ て 二 つ の 有 利 な 効 果 が 奏 さ れ る
： そ の 一 は 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） 及 び 動 脈 か ら の 漏 洩 が な い こ と を
確 保 で き る ； そ の 二 は 、 網 状 物 ２ を 形 成 す る ヤ ー ン の 端 部 １ ９ は 、 フ ィ ル ム ３ を 超 え て 若
干 延 び 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 動 脈 に 固 定 す る 多 数 の 固 着 点 を 形 成
す る 。 こ の よ う に し て 、 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） が 、 位 置 的 に 安 定 化 す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 網 状 物 ２ を 形 成 す る た め に 他 の 材 料 を 使 用 し て も 良 い 。 例 え ば 、 自 己 伸 張 可 能 な エ ン ド
プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 製 造 す る た め 、 予 め 放 射 線 不 透 過 処 理 し た バ ネ 特 性
を 持 ち 比 較 的 剛 性 の あ る ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ PTFE） 等 の ポ リ マ ー の ヤ ー ン が 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 用 具 ５ の 他 の 例 を 、 概 略 的 に 図 ８ に 示 す 。 こ の 用 具 ５ は 、 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 を 長 手 方
向 に 開 放 す る 手 段 に お い て 、 前 述 し た 用 具 と 相 違 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 は 、 そ の 高 さ 全 体 に わ た っ て 、 所 定 の 線 に 沿 っ て 長 手 方 向 に 切 り 開
か れ て い る 。 ス ロ ッ ト の 各 側 縁 は 、 一 連 の 突 出 し て い る 円 筒 状 ガ セ ッ ト ２ ０ を 有 し て い る
。 チ ュ ー リ ッ プ 状 部 材 が 閉 じ ら れ た 円 筒 状 態 に あ り 、 自 己 伸 張 可 能 な エ ン ド プ ロ ス シ ー シ
ス （ endoprosthesis） １ Ａ を 収 縮 状 態 に 保 持 し て い る と き 、 隣 接 す る 両 側 の ガ セ ッ ト ２ ０
が 互 い に 係 合 し 、 全 て の ガ セ ッ ト を 通 り 基 端 部 で 操 作 ハ ン ド ル １ ７ に 接 続 さ れ て い る コ ー
ド ２ １ に よ っ て 全 体 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） は 、 ハ ン ド ル １ ７ を 引 く こ と に よ り 簡 単 に 開
放 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
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【 図 １ 】 図 １ は 、 収 縮 状 態 に あ る 本 発 明 の エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 概
略 的 に 示 す も の で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 伸 張 状 態 に あ る 上 記 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を 概 略 的
に 示 す も の で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に 従 っ た 自 動 伸 張 型 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を
装 着 す る た め の 用 具 を 大 き く 拡 大 し た サ イ ズ で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ に 示 し た 用 具 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ の V-V線 の 断 面 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 し た 用 具 の 使 用 形 態 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 対 応 す る エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） の 伸 張 状 態 を 示 す も
の で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 に 従 っ た 自 動 伸 張 型 エ ン ド プ ロ ス シ ー シ ス （ endoprosthesis） を
装 着 す る た め の 他 の 用 具 を 、 大 き く 拡 大 し た サ イ ズ で 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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